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今
回
の
事
業
の
主
担
当
研
究
者
で
あ
る
木
村
正
成
教
授
。

「
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
国
際
交
流
が
活
性
化
す
れ
ば
、

学
生
に
と
っ
て
も
良
い
刺
激
に
な
る
で
し
ょ
う
。化
学
の
世

界
で
は
、分
子
構
造
式
が
共
通
語
。臆
せ
ず
、ど
う
ア
プ

ロ
ー
チ
す
れ
ば
自
分
の
必
要
な
も
の
を
取
り
出
せ
る
か
体

験
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

8月に長崎大学スカイホールで行わ
れた「ICCC 2018: Post Conference 
in Nagasaki」の様子。事業で提携
するドルトムント工科大学のクレバー
教授ほか、新規に招聘された研究
者による講演を、学生も直接聴くこ
とができました。講演会翌日「アイデ
アが次々あふれて眠れなくなった」
と語った学生もいたそうです。

10
の
－9
乗
メ
ー
ト
ル
の

世
界
に
潜
む

多
く
の
可
能
性
に
賭
け
る

若
手
研
究
者
の

海
外
派
遣
を
機
に

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
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平
成
二
十
九
年
度
、
長
崎
大
学
の
国
際
研

究
事
業
が
日
本
学
術
振
興
会
の
大
き
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
大
学

が
こ
ぞ
っ
て
何
度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
頭

脳
循
環
を
加
速
す
る
戦
略
的
国
際
研
究
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
高
い
競
争
倍
率
の

中
、
最
終
的
に
文
系
・
理
系
を
合
わ
せ
て
採

択
さ
れ
た
全
国
十
二
事
業
の
一
つ
が
、
長
崎

大
学
が
提
案
し
た
「
ナ
ノ
空
間
を
反
応
場
・

デ
バ
イ
ス
と
し
て
活
用
す
る
物
質
科
学
国
際

研
究
拠
点
の
構
築
」
。
事
業
の
主
担
当
研
究

者
で
あ
る
工
学
研
究
科
の
木
村
正
成
教
授
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
分
子
の
集
合
体
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る

ナ
ノ
空
間
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
問
題
の

鍵
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
よ
り
高
度
な
物
質

科
学
の
発
展
を
遂
げ
る
に
は
、
炭
素
資
源
の

有
効
活
用
、
蓄
電
デ
バ
イ
ス
や
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
変
換
技
術
の
開
発
が
急
務
で
あ
り
、

『
い
か
に
し
て
限
ら
れ
た
空
間
へ
分
子
や
電

子
を
効
率
的
に
捕
集
し
、
電
子
伝
達
を
伴
う

反
応
を
制
御
で
き
る
か
』
と
い
う
共
通
課
題

に
つ
い
て
世
界
中
の
研
究
者
が
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

実
は
長
崎
大
学
に
は
、
合
成
化
学
、
錯

体
・
超
分
子
化
学
、
光
化
学
、
電
気
・
界
面

化
学
な
ど
で
研
究
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た

研
究
者
が
多
く
在
籍
し
、
高
い
成
果
を
上
げ

て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究

の
中
心
は
、
大
き
さ
や
性
質
の
異
な
る
ナ
ノ

空
間
を
生
か
し
た
サ
イ
エ
ン
ス
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
そ
こ
で
、
ナ
ノ
空
間
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
く
く
り
な
が
ら
、
ナ
ノ
空
間
を
反

応
場
と
し
て
、
あ
る
い
は
デ
バ
イ
ス
と
し
て

活
用
す
る
開
発
事
業
計
画
を
組
み
立
て
ま
し

た
。
そ
れ
も
工
学
研
究
科
だ
け
で
な
く
、
水

産
・
環
境
科
学
総
合
研
究
科
や
医
歯
薬
学
総

合
研
究
科
な
ど
、
学
部
横
断
的
な
幅
広
い
領

域
の
研
究
者
を
結
集
し
、
海
外
の
七
つ
の
大

学
と
の
国
際
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
人

的
交
流
を
通
じ
た
国
際
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
人
間
の
目

に
は
見
え
な
い
10
の
－9
乗
メ
ー
ト
ル
の
ナ
ノ

空
間
は
極
め
て
狭
い
領
域
で
す
が
、
実
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
機
能
性
材
料
、
医
薬
品
に

至
る
ま
で
、
新
し
い
技
術
創
出
の
可
能
性
が

あ
る
広
大
な
未
踏
領
域
。
ま
た
、
化
学
の
力

で
世
の
中
を
よ
り
良
い
社
会
に
変
え
て
い
く

と
い
う
信
念
が
理
解
し
て
も
ら
え
た
こ
と

で
、
三
度
目
の
応
募
で
昨
年
度
つ
い
に
採
択

さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
大
学
の
予
算
は
限

り
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
国
か
ら
こ
の
大
型
予

算
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
大

き
な
収
穫
で
す
」
。

　

実
際
の
事
業
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
で

し
ょ
う
。

「
若
手
研
究
者
の
人
材
育
成
が
中
心
で
す
。

実
績
と
力
が
あ
っ
て
今
後
期
待
で
き
る
助
教

や
准
教
授
を
、
工
学
研
究
科
、
水
産
・
環
境

科
学
総
合
研
究
科
、
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

か
ら
九
人
選
出
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
三
年

の
間
に
、
こ
の
若
手
研
究
者
た
ち
が
十
カ
月

か
ら
一
年
間
と
い
う
長
期
に
わ
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
研
究
領
域
で
世
界
的
に
評
価
の
高
い

海
外
の
大
学
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

配
位
性
空
間
を
利
用
し
た
合
成
化
学
・
錯
体

化
学
に
お
い
て
先
駆
的
立
場
に
あ
る
ド
イ
ツ

の
ド
ル
ト
ム
ン
ト
工
科
大
学
や
ゲ
ッ
テ
ィ
ン

ゲ
ン
大
学
、
蓄
電
デ
バ
イ
ス
分
野
に
お
い
て

世
界
を
牽
引
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ー
ル
・
サ

バ
テ
ィ
エ
工
科
大
学
、
界
面
化
学
分
野
で
最

高
峰
の
米
国
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大

学
な
ど
、
提
携
す
る
の
は
国
際
的
評
価
の
高

い
大
学
ば
か
り
で
す
。
も
ち
ろ
ん
行
っ
て

帰
っ
て
き
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
国
際
共
著

論
文
に
よ
る
研
究
成
果
報
告
と
い
う
具
体
的

な
目
標
も
掲
げ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
帰
国

後
も
個
人
的
に
研
究
室
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を

深
め
な
が
ら
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
張
し

て
、
最
終
的
に
は
新
し
い
学
域
を
作
り
上
げ

る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
」
。

　

派
遣
さ
れ
る
若
手
の
先
生
方
に
は
白
羽
の

矢
が
立
っ
た
わ
け
で
す
が
、
考
え
て
み
る
と

責
任
も
重
い
で
す
ね
。

「
そ
う
で
す
ね
。
し
か
し
、
必
ず
貴
重
な
体

験
を
得
て
帰
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
昔
と
比

べ
、
現
在
は
日
本
の
サ
イ
エ
ン
ス
も
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
で
す
が
、
日
本
に
は
な
い
研
究
哲
学

や
考
え
方
、
戦
略
を
学
ん
で
ほ
し
い
。
そ
こ

で
力
を
つ
け
て
帰
国
し
て
、
長
崎
大
学
の
新

し
い
強
み
や
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
く
こ
と

を
望
み
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る

研
究
力
が
上
が
っ
て
く
る
こ
と
で
、
日
本
に

限
ら
ず
世
界
中
の
学
生
が
、
ナ
ノ
空
間
に
お

け
る
研
究
を
学
ぶ
た
め
に
長
崎
大
学
を
目
指

す
と
い
う
動
き
が
出
て
く
れ
ば
、
波
及
的
に

本
来
の
意
味
の
国
際
交
流
が
実
現
し
ま
す
」。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
成
三

十
年
度
に
は
「
国
際
的
な
活
躍
が
期
待
で
き

る
研
究
者
の
育
成
事
業
」
と
名
称
が
変
わ
っ

た
こ
と
か
ら
、
事
業
名
も
「
グ
リ
ー
ン
ナ
ノ

サ
イ
エ
ン
ス
の
世
界
的
研
究
拠
点
形
成
を
志

向
し
た
研
究
者
育
成
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

人
材
育
成
で
日
本
全
体
の
研
究
力
を
底
上
げ

す
る
目
的
が
、
よ
り
は
っ
き
り
と
打
ち
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

ナノ空間を基盤とする
物質科学

炭素資源循環と
デバイス化

国際的なエネルギー・
環境イノべーション
人材育成

文部科学省
▼

先端研究基盤共用促進事業
「先端物質科学ユニット」

長崎大学
▼

重点研究課題
として全面的支援

ポール・サバティエ工科大学
【蓄電デバイス】

（仏）

ドルトムント工科大学
 【錯体化学】
（独）

ゲッティンゲン大学
【合成化学】
（独）

フィリップ大学マーブルグ校
【合成化学】
（独）

オーストラリア大学 
【計算化学】
（豪）

マサチューセッツ工科大学
 【センサ科学】
（米）

テュービンゲン大学
【センサ科学】
（独）

かご型配位性空間
超分子光化学

合成化学
CO2変換化学

蓄電デバイス
キャパシタ

合成化学
配位子デザイン

高感度センサ
ガス定性･定量分析計算化学

ナノ空間設計

光捕集機能空間
光集積化

ナノ空間
を活用した

グリーン科学研究拠点

工
学
研
究
科
　
木
村
正
成 

教
授


